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岡野美佐夫 (北大 ･文 )
下北半島北西部に生息する下北M群を対象に非
積雪期における遊動一特に食物の変化と遊動との
関連-を調べるため､樹皮 ･冬芽食いが続く4月
上旬から開葉の採食が盛んになる6月上旬まで群
れの遊動を追跡した｡
その結果この期間(51日間)の遊動範Eilは18.4
山におよび､積雪期には利用しない培高400メー
トル以上の地域も頻繁に利用することが明らかに
なった｡これ5'85年積雪期の遊動面校(足沢ら未
発表 )と合わせると周年遊動域は32kdを超えるも
のになる｡
遊動と食物との関連をみるため､主要食物の変
化に従い調査期間を3期に分けると遊動範臥 遊
動距離に差が現れた｡すなわち冬芽 ･樹皮食が採
食時間の4割弱(38.1%)を占める4月上 ･中旬
の遊動域は積雪期の遊動域に完全に包含されたが､
ブナ､イタヤカエデの花の採食が活発になった(
53.6C/0)4月下旬～5月上旬では群雪期の遊動城
の南端を集中的lこ重複利用した｡さらに新染 ･柴
柄(52.7%)､チシマザサのタケノコ(12.2%)
を主要食物とした5月下旬～6月上旬の遊動範囲
は積雪期に利用されない目羅山周辺の瞭苗400メ
ートル以上の地域に中心を移した｡遊動距離はブ
ナ･イタヤカエデ食いの時期で短く､所窮 ･チシ
マザサのタケノコ食いの時期で長かった(数値は
頓に1.4km､ 1.2km､ 1.9km)｡ブナはM群の税
雪期の遊動域の南部に多く見られ､チシマザサは
おおむね標高400メートルより上部の地域で自生
する｡3期間における遊動範囲の相違は基本的に
このような主要食物の分布に結びつくものだと考
えられるが周年遊動域がなぜ32kdを超える広大な
面積になるかについては､結実塁調査などで環境
要因を調べて分析する必要があろう｡またM群の
遊動域内に､完全に遊動域を包含される形で 15-
20頭の群れが生息することが確認されているが､
この群れの遊動およびM群との関係についても把
握することが今後期待される｡
課 題 5
ニホンザル集団における食習taの形成と伝播
長谷川芳興 (京大･文 )
餌づけ群(志賀高原地獄谷Al群 )に対して､
催吐剤(0.9%塩化リチウム溶液)に浸した大豆
を提示し､有毒食物を回避する学習の成立過程､
学習の個体差､他個体への学習の伝播の可能性に
ついて検討した｡1日2回各2時間､餌づけ場所の
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ほほ中心に位荘する地点において提示した｡また､
対照条件として､同駅皮の塩化ナトリウム溶蔽(
塩化1)チウムとほほ同じ既味 )に殺した大豆を別
の日に同時間同回数提示した｡実験期問は1985年
8月下旬｡なお､期間中､野粒公苑相月によって､
I)ンゴ､変､大豆が適時与えられていた｡
塩化ナトリウムが与えられた対照条件において
は､提示の屯後から､メスガシラの家系を主とす
る噸位の古い個体によって提示場所が独占される
ようになり､この傾向は最終日まで持続した｡た
だし､ リー ダーは提示場所のすぐ近くに居ながら
一皮も食べに来なかった｡
有巧な大豆が与えられる実験条件においても､
初日には対照条件のときとほぼ同じ顔ぶれの噸位
の高い個体が独占的に摂収したが､翌日以降には
しだいに摂取虫を減少させた｡上位10頭(平均合
計摂取粒数510粒 )の､前半8日間の摂取nに対
する後半3日間の摂収丑の比率は､平均63.37C/O
に減少した｡しかし､いずれの僻休も､摂取を完
全に抑制するには至らなかった｡また､荷物を回
避する学習が伝播したことを示唆するようなデー
タは得られなかった｡
以上の結果を通して､軽口的に摂取された毒物
を回避できることが基本的に確認された｡また､
突験条件の初日には対照条件の日と同じ程度の摂
取丑であったことから､翌日以降の択取丑の汲少
は､催吐剤が直接的に作用することによって生じ
る食欲の減退によるものではなく､むしろ､その
食物が有苔であるということについて学習がなさ
れたためであると考えることができる｡
なお､以上の実験と平行して､有石な依体(催
吐剤を含んだサッカ1)ン溶液)を回避する学習の
可能性についても検討を行なった｡しかし､催吐
剤が含まれていない甘い液体(0.1%サッカリン
溶攻)を提示した場合であっても､ごく少数の0
-1才の個体を除き､実験のために新たに設置さ
れた給水装置から摂水しよう.とする個体は現われ
ず､回避学習の成立の有無を検討する段階には至
らなかった｡
の気分不快を経験すると､以後その食物を避ける
ようになる(食物嫌想学習 )｡また､ヘビに喫ま
れた経験のあるものはこ皮とヘビに近寄りはしな
いであろう(受動的回避学習)｡このような､あ
る特定の対象物を回避する行動が､胡脚 こ気分不
快や攻まれるといったことを経映しなくとも､他
個体との何らかの相互作FT]を通して班和されると
しT:ならば､それは個体の保存にとって非常に有
益であると考えられる｡本研究では､特定の対象
物を回避する行動が､ニホンザル個体間で伝播す
るか否かについての実験的分析を試みた｡
(1)食物嫌悪学習
前年同様､同年齢小集団(2歳､6頭)のうち
の点優位個体に対して食物嫌悪条件づけを行うこ
とによって､残りの5頭のその食物の摂取塁に変
化が生じるかを検討した｡前年との相違点は､最
優位個休が他吐剤の影響下にある時期も､他の5
頭とともに蛇田ケージに滞在した点である｡しか
しながら､打刺ま前年同様で､再度按的食物が与
えられた際､瓜佼位個体はその摂取を印刷させた
が､他の5更別まなんら蹄桔せず摂取し続けた｡
(2)受動的回避学習
被験体には3伐のコザル5頭を用い､個別ケー
ジにて飼育した｡失敬袋田として､同居用ケージ､
回避すべき対象物にステンレス割スプーン､回避
行動の作因として花環をmい､すでに受動的回避
学習を行っているモデル個体(即ち､スプーンに
触れたがためにTE幣を受けるという経験をし､ス
プーンに触れなくなった個維)と未学習の個体と
を同居させた状態でスプーンを塁示し､その際の
両者の相互作用について検討した｡全部で3組の
モデル個体一未学習個体の組み合せについて検討
したが､結果は総じて､回避行動が伝播するとい
うよりは､むしろモデル偶休が未学習個体の彫轡
で､再びスプーンに触れるようになるというもの
であった｡
以上､食物 ･TE将のどちらの場合も､その回避
行動の伝招を示唆する実験結果は得られていない
が､枕許切両での逸話的報告にはその可能性を示
唆するものも多く､今後さまざまな条件のもとで
さらに詳細に検討する必要があると思われる｡
ニホンザルにおける回避行動の伝播
目上研司(関学大 ･文)
動物は､ある食物を摂取した後に､吐き気など
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